
夏休みにおける少年の非行・犯罪
被害防止と有害環境の浄化

統計：5月末現在

市内の交通事故
負傷者数

負傷者数
(人) 

前年対比
(人)

軽傷者 55 6

重傷者 9 4

死者 1 0

合計 65 10

市内の交通事故
発生件数

発生件数
(件) 

前年対比
(件)

人身事故 65 10

物件事故 843 73

合計 908 83

市内の刑法犯
認知件数

発生件数
(件) 

前年対比
(件)

粗暴犯 4 0

窃盗犯 76 －14

知能犯 4 －2

そのほか 23 3

合計 107 －13

守山警察署 問守山警察署　☎（583）0110　5（583）0595

　右の二次元コードを読み込むか、t-moriyama@sg-m.jpに空メールを送信することで登録でき
ます。本市の安全・安心メールでは、災害・気象・行政・地震・防犯情報を配信しています。
※行政情報を選択することで、新型コロナウイルスの情報についても受信できます。

安全・安心メール登録受付中 問危機管理課　☎(582)1119　5(583)5066

　令和２年中に滋賀県において、窃盗犯や粗暴犯などといった刑法犯罪
で検挙補導された少年は前年と同数の３６６人でした。万引きや自転車盗
などで検挙補導された少年が約半数を占め、学職別では中学生が最も多
く、全体の３５.7％を占めました。中学生と高校生で全体の約６割を占め
たほか、少年の再犯率は全国平均を上回っています。
　また、ＳＮＳを介して児童買春や児童ポルノなどの被害児童は前年と
同数の４５人でしたが、被害件数は６８件と前年に比べ１１件増加しており、
少年の非行・犯罪被害状況は依然として厳しい状況にあります。青少年
の間で急増している大麻汚染や裏バイトと称して特殊詐欺に勧誘される
事案などの大きな要因が、インターネットによるものと考えられます。
フィルタリングの普及やインターネットの適正利用など、インターネッ
ト上の非行・犯罪被害防止の対策も重要な課題となっています。
　夏休みに入ると開放感や気の緩みなどから子どもたちが非行に走った
り、犯罪被害に巻き込まれたりする危険性が高くなります。地域の皆さん
で子どもたちを厳しくも温かい目で見守り、非行・犯罪被害防止活動や
フィルタリングの普及活動に取り組みましょう。

★印の相談は事前申込が必要です

相談名 実施日 場所 問い合わせ
生活支援・

ひきこもり・市民 平日 午前8時30分～午後5時15分
市役所１階 生活支援相談課 生活支援相談課

☎(582)1161

就　労
市役所１階 生活支援相談課

（木曜日は地域総合センター） 商工観光課　☎・有(582)1131
平日 午後１時30分～5時 セルバ守山２階 ジョブプラザ守山

消費生活
平日 午前９時～午後４時 市役所１階 消費生活センター

(生活支援相談課内)
消費生活センター　☎(582)1146
消費生活相談専用電話188（土・日曜日利用可）多重債務

行　政 7月13日(火）、21日（水）午前９時30分～正午 市役所１階 相談室 市民協働課　☎・有(582)1148

子育て ７月１日(木)、15日（木）午前10時～正午 市立図書館 集会室１ 地域子育て支援センター
(カナリヤ保育園)☎(583)5460

人　権 ７月１日(木)、15日（木）午前９時～正午 ライズヴィル都賀山 ３階会議室（スターチス）
人権政策課
☎・有(582)1116女性の悩み ★ ７月９日(金)午前9時～正午 吉身会館2階 小会議室

７月25日(日)午前9時～正午
地域総合センター２階 学習室２

男性の悩み ★ ７月17日(土)午前9時～正午

教　育 ★ 平日 午前９時～午後５時 生涯学習・教育支援センター
（エルセンター）３階

教育研究所
☎(583)4237

住まいる ★ ７月７日(水)、21日（水）午前９時30分～正午 市役所 新館２階 協議室 建築課　☎(582)1139

相談コーナー 相談無料・予約不要（一部を除く）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止になる場合があります。
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時日時 所場所 内内容 講講師 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 申申込方法 他その他 問問い合わせ 有有線電話


